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尊
は
、

七
四

五

点
で

あ
る

。

こ

れ
ら
の

授
与
者
の

う
ち、

一

に
は
、

講
中

に
対
し
て

授
与
し
た

も
の

は

四
五
点

。

二

に

は
、

日
扇
の

門
弟
に

授
与
し

た

も
の

は
一

四

点。

三

に
は、

信
徒
に

授
与
し

た

も
の

は

六
八
六
点

、

と

三

種
類
に

分
類
で

き
る

。

さ
ら
に

三

の

信
徒
に

つ

い

て

は
、

細
か
く
分
類

し
て

み
る

と
、

以

下
の

A
か
ら
E
に

示
す
こ

と

が
で

き
る

。

　

ま

ず
A
は

、

男

性
の

信
徒
に

授

与
し

た
も
の

で

五

三

三

点
確
認
で

き

る
。

こ

の

う
ち
信
徒
が

所
属
し
て

い

る
講
中
の

名
称
も
含
め

て

記
載
さ
れ

て

い

る

も
の

は

二

六
八

点
で

あ
る

。

ま
た

授
与
者
の

氏
名
の

み
は

二

六
五

点
で

あ
り

、

講
中
名
・

氏
名
の

記
載
と
、

氏
名
の

み

の

記
載
の

数
は
お
よ

そ
同
じ
で

あ
る

。

　
つ

い

で

B
は

、

女
性
の

信

徒
に

対
し
て

授
与
し
た

も
の

で

あ
る

。

そ
の

数
は

九
二

点
で

あ
っ

て
、

男

性
信
徒
の

授
与
数
と

比
較
す
る

と
そ
の

数
が

少
な
い

こ

と
が

わ

か
る

。

こ

の

九
二

点
の

う
ち
、

所
属
す
る

講
中
名
と
氏

名
の

記
載
が

あ
る

も
の

は
三
五

点、

氏
名
の

み

は

五

七
点
確
認
で

き
る

。

　
つ

づ

い

て

C
の

分
類
は

、

一

点
の

本
尊
に

対
し
て

授
与
者
の

記
載
が
二

名
あ
る
も
の

が

六

点
み
ら
れ
る

。

こ

の

分
類
に

は
、

夫
婦
に

対
し
て

の

授

与
で

あ
っ

た

り、

あ
る

い

は

旦
扇

が
最
初
に

授
与
し
た
信
徒
の

名
前
に、

さ
ら
に

他
の

信
徒
の

名
前
を
追
記
し
て

授
与
し

て

い

る
も
の

、

あ
る
い

は

授
与
さ
れ
た
の

が

事
情
に

よ

り
、

そ
の

信
徒
の

名
前
を
修
正

し
て

再
び
授

与
し
て

い

る

も
の

等
が

あ
る

。

　
つ

ぎ
に
D
の

「

不
詳
」

は

計
一

五

点
が
知
ら

れ
る
。

こ

の

分
類
に

は、

授

与
者
の

記
載
が

名
字
の

み

で

性

別
の

判

断
が
出

来
な
い

本
尊
が
一

二

点、

あ
る
い

は

『

御
本

尊
集
』

に

写
真
の

収
録
は

な
く
記
録
の

み

で
、

授

与
者
の

存
在
は

知
ら
れ
る
も
の

の

名
前
が
明
ら

か
に

さ
れ
て

い

な
い

も
の

は
二

点、

あ
る

い

は

本

尊
が

破
損

等
し
て

い

て

授
与
者
の

判
読
が
困
難
な

も
の

は
一

点
で

あ
る

。

　

さ
て
、

最
後
の

E
の

分
類
は
、

授
与
者
名
が

抹
消
さ
れ
て

い

る
も
の

で

計
四
〇

点
確
認
で

き
る

。

す
な
わ

ち、

旦
扇

に

よ
っ

て

記
さ
れ
た
授
与

者

名
が
事
情
に
よ
り
墨
な
ど

で

塗
り
つ

ぶ

さ
れ
て

い

る

も
の

、

あ
る
い

は

名

前
の

記
載
部
分
が
切
り

取
ら
れ、

そ
の

箇
所
に

別
の

紙
を

貼
付
し
て

修

復

し
て

い

る
も
の

が

確
認
で

き
る

。

し
か
も、

そ
の
一

部
の

本

尊
に

は
修
復

し
た
箇
所
に
他

筆
で

授

与
者
名
が
明
記
さ
れ
て

い

る
。

　
こ

の

よ
う
に

み
て

く
る

と
、

旦
扇

の

曼
荼
羅
本
尊
に

み

る

授

与
者
は
、

大
別
三

種
類
に

分
類
で

き、

信
徒
の

分
類
に

お
い

て

は
五

種
類

、

さ
ら
に

小
別
五

種
類
に

分
類
さ
れ

る
こ

と
が
確
認
で

き
る

の

で

あ
る

。

　

な
お、

日
扇
に

よ
る

授
与
者
の

教
導
に
つ

い

て

は
、

今
後
の

課
題
と

し

た

い
。

藤
井
日
達
の
仏
教
ア

ジ
ア

主
義
と

　
マ

ハ

ト
マ

・

ガ
ン

デ
ィ

ー

の

近
代
文
明

批
判

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

外
川

　
昌

彦

　

本
報
告
で

は、

戦
前
の

日
本
山
妙
法
寺
の

ア

ジ
ア

布
教
の

展
開
を

、

山

主
・

藤
井
日
達
（
一

八
八

五
−
一

九
八

五）

の

イ
ン

ド

認
識
の

形
成
を
通

し
て

検
証
し、

近
代
の

日
本
仏
教
で

も
ユ

ニ

ー

ク

な
イ
ン

ド

布
教
を
実

践

し
た
藤
井
の

ア

ジ

ア

認
識
を
跡
付
け
る
も
の

で

あ
る

。

特
に、

透
徹
し
た

近

代
文
明
批
判
で

知
ら
れ
る

ガ

ン

デ
ィ

ー

の

著

作、

『
ヒ

ン

ド
・

ス

ワ

ラ

ー

ジ
』

（
イ
ン

ド

独
立）

へ

の

藤
井
の

思
想
的
共
鳴
が、

ガ

ン

デ

ィ

ー

と

の

出
会
い

を
導
く
契
機
を

与
え
、

そ

れ

に

よ

っ

て

日

本
山
の

活
動

領
域

も、

大
陸
布
教
の

範
囲
を

超
え
た
英
領
イ
ン

ド
へ

と

展
開
し
て

ゆ
く
も
の

と

考
え
る

。

そ
の

た
め
、

藤
井
の

ガ

ン

デ
ィ

ー

思
想
と
の

出
会
い

を
、

本

288〔1010）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

『宗教研究』 86巻 4 輯 （2013年）第 6部会

報
告
で

は、

通
説
と

さ

れ
る
一

九
三

三

年
の

ガ

ン

デ

ィ

ー

と
の

会
見
で

は

な
く、

そ
れ
に
先
立

つ

一

九
三

〇

年
の

日
本
橋
・

白

木
屋
で

の

辻

説
法
に

あ
る

と

考
え
る

。

　

日
本
山
妙
法
寺
は

、

藤
井
日
達
が
一

九
一

七

年
に

単
身
で

中
国
で

の

大

陸
布
教
に
従
事
し
、

一

九
一

八

年
に

大
連
で

創
建
し

た

新
興
の

仏

教
教
団

で

あ
る

。

現
地
の

人
々

へ

の

布
教
を
通
し
て

教
団
を

創
設
し、

戦

前
の

大

陸
で

二

〇

か

所
以
上
の

道
場
を

建
立

す
る

。

一

九
二一
二

年
の

関
東
大
震
災

を

機
に

帰
国
し

、

静
岡
県
田

子
の

浦
に

日

本
で

は

初
め
て

の

道

場
を

建
て

る
。

そ
の

後、

約
七

年
間
に
一

七
か

所
の

道
場
を
建
立
し、

教

団
と
し
て

の

基
盤
を

固
め

る
。

し
か
し、

｝

九
三

〇

年
に

は

約
七
年
間
の

イ
ン

ド
へ

の

布

教
に

出
立
し

、

再
び

、

日

中
戦

争
の

拡
大
を
受
け
た
一

九
三

八

年
に

帰
国
し
て

か
ら
は

、

日

本
と

大
陸
と
の

間
を
往

復
す
る
、

と

い

う
活

動
を

行
っ

た
。

近

代
の

日

本
仏
教
に

よ
る
ア

ジ
ア

布
教
の

多
く
が
、

東
ア

ジ
ア

で

の

日

本
人
へ

の

「

追
教
」

に

力
を
入
れ
て

い

た
の

に

対
し、

日
本
山
は

当
初
か
ら、

現
地
の

人
々

へ

の

布
教
を
行
い

、

特
に

イ
ン

ド

を
対

象
と
し

て

い

た

点
で
、

ア

ジ

ア

布
教
の

歴
史
に

お
い

て

も
興
味
深
い

事
例
と
な
っ

て

い

る
。

　

イ
ン

ド
に
お
け
る
藤
井
日
達
は
、

一

九
三
三

年
に

ガ
ン

デ

ィ

ー

と
会
見

し
、

そ
の

後、

親
密
な
交
流
を

結
ん

で

い

た
。

か
つ

て

報
告
者
は
、

ガ

ン

デ

ィ

ー

に
よ

る
日

本
の

帝
国
主

義
政
策
へ

の

厳
し

い

批

判
に
も

関
わ

ら

ず、

仏
教
者
と

し
て

の

藤
井
へ

の

理
解
と

信
頼
関
係
の

構
築
が
、

そ
の

両

者
の

交
流
を

可
能
と
し
た

背
景
に

あ
る

こ

と
を

指
摘
し
た
（
「

ガ

ン

デ

イ

ー

と

共
に

暮
ら
す
　
　一

九
三

〇

年
代
の

日
印
関
係
と

藤
井
日
達
の

イ
ン

ド

体
験」

『

東

洋
文
化
研
究
所

研
究

紀
要
』

第
一

五

九
冊、

二

〇

＝
）

。

し
か
し
、

多
く
の

先
行
研
究
が

指
摘
す
る

よ

う
に
、

日

本
軍
の

大
陸
進
出

と

歩
調
を
あ
わ
せ
て

大
陸
布
教
を
進
め

た
日

本
山
の

戦

争
と
の

関
わ
り
と

い

う
問
題
は、

こ

こ

で

は

な
お
残
さ
れ

た

課
題
と
な
っ

て

い

た
。

　
報
告
で

は、

そ
の

た
め

近
年
の

日
本
仏
教
の

ア

ジ
ア

布
教
に
関
わ

る

議

論
か

ら、

特
に

「

仏
教
ア

ジ

ア

主
義
」

へ

の

視
点
を
手
が

か

り
と

し
て
、

日

本
山
の

ア

ジ

ア

布
教
の

問
題
を、

ガ

ン

デ

ィ

ー

と
の

交
流

を
通
し
て

形

成
さ

れ
る

藤
井
の

イ
ン

ド

認
識
と
い

う
観
点
か
ら
再
検

討
す
る

。

　
具
体

的
に
は

、

藤
井
の

辻
説
法
か

ら
、

（
1

）

関

東
大

震
災
を
、

物
質
文

明
に

と

ら
わ

れ
、

精
神
文
化
を

お
ざ
な

り
に

し
た

日

本
人
へ

の

警
告
と

し

て

捉
え、

〔

2）
西

洋
の

物
質
文
明
と

東
洋
の

精
神
文
化
と
い

う
図
式
的
な

構
図
を、

よ

り
普
遍
的
な

文
明
批
判
を
通
し

て

捉
え
な
お
す
と

い

う
、

二

つ

の

論
点
を
指
摘
す
る

。

　
特
に

後
者
に

つ

い

て

藤

井
は

、

ガ

ン

デ

ィ

ー
の

『

ヒ

ン

ド
・

ス

ワ

ラ

ー

ジ
』

に

お
け
る

文
明
批
判
を
踏
ま
え
る

こ

と

で、

 
弁
護
士
と

い

う
職
業

の

矛
盾、

 
近
代
医
療
の

矛
盾

、

 
文
明
の

利
便
性
の

矛
盾
に

基
づ

く
こ

と

で、

観
念
的
な
西
洋
文

明
批

判
を
超
え
た
、

よ

り
普
遍
的
な
近

代
文
明

へ

の

批
判
を

導
き
出
し
て

ゆ

く

経
緯
を
指
摘
す
る

。

藤
井
は
、

近

代
文
明

を
批
判
す
る

『

ヒ

ン

ド
・

ス

ワ

ラ

ー

ジ
』

の

著
者
と

し
て

の

ガ

ン

デ

ィ

ー

に
言
及
す
る

こ

と
で
、

仏
典
上
の

「

天
竺
」

を、

ガ

ン

デ
ィ

ー

の

視
点
を

通
し
て

植
民
地

支
配
に
苦
し
む
歴

史
上

の

「

イ
ン

ド
」

に

接
続
し、

西
天

開
教
と

い

う
イ
ン

ド
布
教
の

実

践
命
題
を
導
き
出
し
て

ゆ
く

。

藤
井
の

イ

ン

ド
で

の

活

動
が、

こ

う
し
て

単
な
る

イ
ン

ド

で

の

布
教
に

と

ど

ま
ら

ず、

イ

ン

ド

独
立

運
動
の

精
神
的
支
柱
と

し
て

の

ガ

ン

デ
ィ

ー

へ

の

結
縁

を

通
し
た

イ

ン

ド
仏
教
の

復
興
と
い

う、

新
た

な
意
義
を
獲
得
し
て

ゆ

く

経
緯
が

検
証
さ

れ
る

。
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